
各機関の取組事例紹介

資料５
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令和4年12月の寒波による風雪害で河道を埋塞している倒木を撤去（24河川）
二級河川 沓掛川（佐渡市沢根五十里）

着手前 竣 工

洪水氾濫を未然に防ぐ対策～河川内の掘削・伐木～

竣 工着手前

二級河川 長谷川 （佐渡市長谷）
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二級河川 白府川（佐渡市浜河内）

洪水氾濫を未然に防ぐ対策～河川内の掘削・伐木～

昨年度末に発生した雪害により佐渡管内の河川ではこれまでにない倒木が発生し
ています。
現在も倒木処理を引き続き実施していますが、今後、出水時にまだ未処理の倒木
が下流へ流下することが懸念されますので、今年度の出水期においては特に河道状
況に留意願います。

着手前 竣 工
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・令和４年６月２７日に発生した豪雨により佐渡市
浜河内の河内川で溢水により、人家１件で床下
浸水被害発生

同年度に河道ネック部の橋梁部を含め河道掘削を
実施

令和４年度の出水状況と対策工事の実施

二級河川 河内川（佐渡市浜河内）

出水状況 出水状況

河道掘削実施
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（取組状況）令和４年度水防団員の訓練状況

令和４年６月19日 令和４年10月30日 座学

令和４年11月20日 新入団員研修

５



令和4年度の取組状況と課題
１ 水防訓練の実施（消防団員）
新入団員、現役団員による水防訓練を実施
（工法の習得と技法の伝承が必要）

２ 関係機関と合同訓練を実施
集中豪雨による洪水、土砂災害を想定し関係機関と
合同で避難行動要援護者安否確認、避難訓練を実施

３ 消防団員の不足と人員確保
全国的に消防団員の確保が喫緊の課題

（1）入団加入促進事業の実施（ポスターなどを掲示）
（2）新卒者対象の研修などで消防団員を募集
（3）島内事業者に対して消防団活動への協力と入団促進

を依頼。
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氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策 国立研究開発法人 森林研究・整備機構
森林整備センター 新潟水源林整備事務所

水源林造成事業による森林整備
・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適
正な整備が見込めない箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有
する公益的機能の高度発揮を図る事業です。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や
下層植生の繁茂を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を
強化促進します。
・佐渡地域における水源林造成事業地は、58箇所（森林面積 約2千ha）であり、流域治水に
資する除間伐等の森林整備を計画的に実施していきます。
・令和4年度実績は、除伐44ha、間伐32haを実施しました。令和5年度も引き続き森林整備
を実施していきます。
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線状降水帯に関する情報の年次計画と令和5年度の新運用
・線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

・線状降水帯の雨域を表示

①令和3年6月～：線状降水帯の発生を知らせする「顕著な大雨に関する気象情報」を発表、「今後
の雨」等に赤楕円を表示

②令和4年6月～：線状降水帯による大雨の可能性の地方予報区（全国を11ブロックに分けた地
域）単位での半日程度前からの呼びかけ

③令和5年5月25日～：最大30分程度前倒しして「顕著な大雨に関する気象情報」を発表
⇒ 線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えることを目指す

加えて、令和5年度からは以下のデータ等も提供
〇楕円データ（線状降水帯の雨域） ⇒データ配信（事業者等向け）
〇「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たした事例（線状降水帯の事例）

⇒気象庁HPの解説ページに自動掲載

① ②

③
2～3時間前を目標に

発表 ・線状降水帯の雨域を表示



「顕著な大雨に関する気象情報」の新たな運用のコンセプト
情報の位置づけは、現在の「顕著な大雨に関する気象情報」を踏襲する。

本情報は、これまで発表基準を実況で満たした場合に発表してきたが、今後は「危険度
の高まり」を少しでも早く伝えることができるよう、予測技術を活用し、これまでより最大30
分程度前倒しして発表する。
本情報が発表された際は、これまでと同様に、大雨による災害発生の危険度が急激に高
まっている状況となっていることを踏まえ、適切な防災対応をとることが重要である。

• 「線状降水帯」というキーワードを用いて、非常に激しい雨が同じ場所で降り続き、大雨に
よる災害発生の危険度が急激に高まっていることを解説する情報

• 警戒レベル相当情報を補足する情報で、警戒レベル４相当以上の状況で発表

「顕著な大雨に関する気象情報」の発表例

顕著な大雨に関する〇〇県気象情報 第１号
令和５年〇月〇日〇〇時〇〇分 〇〇気象台発表
（見出し）
○○地方、○○地方では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いていま
す。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっています。
（本文）
なし

これまでの情報文と同じ

• 線状降水帯に伴う大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている状況を端
的にお知らせするため、新たな運用においてもこれまでと同じ内容で発表する。

【情報の発表例】
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現行の顕著な大雨に関する気象情報の発表基準
① 解析雨量（5kmメッシュ）において前３時間積算

降水量が100mm以上の分布域の面積が500km2

以上
② ①の形状が線状（長軸・短軸比2.5以上）
③ ①の領域内の前３時間積算降水量最大値が

150mm以上
④ ①の領域内の土砂キキクルにおいて土砂災害警戒

情報の基準を実況で超過（かつ大雨特別警報の土
壌雨量指数基準値への到達割合8割以上）又は
洪水キキクルにおいて警報基準を大きく超過した基準
を実況で超過

新しい顕著な大雨に関する気象情報の発表基準
現在から30分先までに、以下の基準を満たす場合に
発表。
① 前３時間積算降水量（5kmメッシュ）が100mm以

上の分布域の面積が500km2以上
② ①の形状が線状（長軸・短軸比2.5以上）
③ ①の領域内の前３時間積算降水量最大値が

150mm以上
④ ①の領域内の土砂キキクルにおいて土砂災害警戒情

報の基準を超過（かつ大雨特別警報の土壌雨量指
数基準値への到達割合8割以上）又は洪水キキクル
において警報基準を大きく超過した基準を超過

• 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を踏襲しつつ、「現在から30分先ま
でに雨量や危険度の基準を満たす場合」に発表する運用に変更し、これまでより最
大30分程度早く発表する。

※ 上記①～④すべての条件を同時刻に満たした場合に自動で発表

「顕著な大雨に関する気象情報」の新運用における発表基準

※ 上記①～④すべての条件を同時刻に満たした場合に自動で発表

現行 新運用（令和5年5月25日～）
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顕著な大雨に関する気象情報を補足する図情報（気象庁HP）
• 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たした地域を地図上で大まかに把握できるよ

う、気象庁ホームページの「雨雲の動き」、「今後の雨」の地図上に赤楕円で表示する。
• 楕円はあくまで線状降水帯の雨域を大まかに示したものであり、その外側の地域でも大雨による

災害発生の危険度が急激に高まっているおそれがあることに留意が必要。

大雨災害発生の危険度
が急激に高まっている
線状降水帯の雨域
（現在時刻の解析）

大雨災害発生の危険度
が急激に高まっている
線状降水帯の雨域
（10～30分先の解析）

【気象庁ホームページにおける表示例】
「雨雲の動き」

※ 楕円が表示されなくなった場合でも、すぐに安全な状況になるというものではないため、引き続き、地元自治
体の避難情報や気象台が発表する防災気象情報等に留意が必要。

「今後の雨」（３時間降水量）

ある時刻（現在時刻）に解析された線状降水帯の雨域を実線の楕円で、現在時刻から10～30分先
に解析された線状降水帯の雨域を破線の楕円で表示。

仕様は若干変更になる可能性があります。



参考資料のような各機関で令和４年度に取り組まれた内容を
紹介する資料について作成提供をお願いします。
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参考資料のような各機関で令和４年度に取り組まれた内容を
紹介する資料について作成提供をお願いします。
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浸水被害を未然に防ぐ対策 ～雨水管渠整備～ 佐渡市

社会資本整備総合交付金事業
災害に強く豊かな環境を育む安全・安心な地域づくり（防災・安全交付金）

沓掛川排水区(佐和田)
着手前 竣 工

着手前 竣 工管布設状況

大道川排水区(真野)

ヒューム管φ1000

自由勾配側溝400

(2022年11月撮影)

(2023年2月撮影)
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郡 町

市 村

【復旧治山事業】

離島復旧治山

　      山腹崩壊地や浸食の著しい荒廃した渓流における復旧整備による被害の拡大防止

着手前 完了

箇 所 名 新 潟 県 佐　渡 岩首 事業名

危険木除去
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郡 町

市 村

【保安林保育事業】

伐採後の林内の状況

伐採前の林内および林冠閉塞の状況

本数調整伐

箇 所 名 新 潟 県 事業名 離島保安林保育佐　渡 小倉

森林全体の健全な成長を図るため、不要な樹木を伐採し保存木の個体成長を促し、土壌緊縛力及び地表浸食の防止効果を向上させる
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